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researchmapとは

4

● 日本の研究者総覧として約38万人の研究者が

登録している研究者データベース

● 研究者総覧作成に登録情報を利用可能

● 政策立案等に資する分析基盤として活用可能

●科研費審査時に審査委員が業績情報を必要に
応じて参照するデータベースの一つ

科研費の審査では、審査委員が業績情報の確認のため
researchmapを参照する場合がありますので、

researchmapへの登録は
お忘れなきようお願いします



researchmapの「マイポータル」とは
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researchmapの登録項目

● researchmap上の研究者個人ページのこと

● 研究者の業績の登録・管理が可能

● 情報発信が可能、研究者間のコミュニケーションツール機能も充実

# 項目

13 論文

14
MISC

(報告書や研究ノート等)

15 講演・口頭発表等

16 書籍等出版物

17 担当経験のある科目

18 Works

19
共同研究・競争的資金等

の研究課題

20 産業財産権

21 社会貢献活動

22 学術貢献活動

23 メディア報道

24 その他

# 項目

1 氏名

2 研究者番号

3 所属機関名

4 学位

5 性別

6 研究キーワード

7 研究分野

8 経歴

9 学歴

10 受賞

11 委員歴

12 所属学協会

正確な業績の登録、定期的な情報の更新をして、
研究者情報を正しく管理・発信してください

マイポータルイメージ
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researchmap活用のメリット

大学等機関のメリット研究者のメリット

● researchmapを活用していただければ、研究者にも、大学等機関にも、

さまざまなメリットがあります。

●機関を異動してもresearchmapの業績

データを利用し続けられる

●研究費の申請、報告にresearchmapの

業績データを利用できる

●論文データベースなどの外部システムから

researchmapへ業績取り込みができ、

業績データを簡単に更新できる

●転入、新規採用した研究者の業績をすぐに

把握し、研究者総覧・業績入力システムに

反映することができる

●総覧・業績入力システムの開発コスト、

保守コストが削減できる

●大学では契約していない有料の論文データ

ベースからの業績取り込みができる



A大学

リンク

7

科学 花子

A学部B学科

論文１

論文２

大学におけるresearchmapの活用

researchmap
に登録、

業績情報入力

● 研究者情報をresearchmapから自機関に取り込み、研究者総覧を整備

● 大学ホームページからresearchmapへリンク

研究者

科学花子
カガク ハナコ（Hanako Kagaku）

所属：A大学

部署：A学部B学科

研究分野：xxxx

論文：

B大学

A大学HP

オリジナルフォーマットに
researchmapから研
究者情報を取り込む

A大学研究者総覧

データ取り込み

科学花子
カガク ハナコ（Hanako Kagaku）

所属：A大学

部署：A学部B学科

研究分野：xxxx

論文：

A学部B学科

科学 花子

業績は、

B大学研究者総覧
B大学HP

リンク先のresearchmapで
研究者情報を閲覧

researchmap
に登録、

業績情報入力

研究者



研究者自身におけるresearchmapの活用

外部データベース
から業績情報を
簡単に登録

科研費への応募・審査

①申請/成果報告時に
researchmapの業績情報
を利用
②researchmapの業績情
報を更新可能

研究者のキャリア形成を
支援するポータルサイト

科学技術情報をつなぎ
発想を支援するサービス

求人公募情報の閲覧、
履歴書・業績リスト作成、Web応募

履歴書・業績リスト作成時に
業績情報を利用

外部DB

代理人に業績
情報の登録・更
新を依頼できる

競争的資金制度の応募、成果報

告等をオンラインで行うシステム

科研費の書面審査を

オンラインで行うシステム

代理人

科研費の審査時に
審査委員が

researchmapの
業績情報を

必要に応じて参照

経歴・業績情報の登録・公開

研究者

①researchmapに
学術論文情報・特許情報・
研究課題情報を取り込み

②researchmapから
研究者情報の表示

①

②

8

AI

AIが業績情報の
追加・更新をサ
ジェストしてくれる

①

②
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researchmapの新規登録方法

● 方法1 研究者自身が直接、researchmapに登録を行う

● 方法2 機関担当者が登録を行う

方法1

研究者

方法2

大学等機関
researchmapに登録

業績情報入力

機関で管理している

業績情報を登録



10

● e-Radの研究者番号を持っている場合

⇒TOPページの 新規登録 からアカウント登録

研究者自身による新規登録 1-1

詳しくは、動画マニュアル「アカウントを登録する方法1」をご視聴ください。 https://www.youtube.com/watch?v=1jtUwsOv9ds

詳しくは、動画マニュアル「アカウントを登録する方法1」をご視聴ください。
https://www.youtube.com/watch?v=1jtUwsOv9ds

研究者番号の入力

を誤ると、科研費審

査委員が登録情報

を参照する際、他者

の登録情報が表示

されることになります。

十分ご注意ください。

https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI
https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI
https://www.youtube.com/watch?v=1jtUwsOv9ds
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研究者自身による新規登録 1-２

●必須項目
・研究者番号
・氏名
・所属機関名
・所属区分（選択式）
・職階（選択式）
・ログインID（各自で設定）
・パスワード（各自で設定）
・eメールアドレス
・性別
・生年月日
・パーマリンク
非公開、公開、研究者のみ公開
を選択可能な項目あり

●任意項目
・部署名、職名、称号

● 登録はアカウント登録画面で行う。

● 登録時の必須項目は下記のとおり。

登録にかかる時間は、

約 5分

登録後の編集も
可能
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● e-Radの研究者番号を持っておらず、自身で新規登録する場合

⇒TOPページ 新規登録 →

アカウント登録画面 新規登録依頼 →新規登録

研究者自身による新規登録 2

詳しくは、動画マニュアル「アカウントを登録する方法２」をご視聴ください。 https://www.youtube.com/watch?v=WpIyyYJnr40

詳しくは、動画マニュアル「アカウントを登録する方法２」をご視聴ください。
https://www.youtube.com/watch?v=WpIyyYJnr40

https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI
https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI
https://www.youtube.com/watch?v=WpIyyYJnr40
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● e-Radの研究者番号を持っておらず、登録済みの研究者に招待してもらう場合

⇒TOPページの 研究者をさがす より、登録済みの研究者をさがして

招待を依頼し、招待を受けて新規登録

研究者自身による新規登録 3

詳しくは、動画マニュアル「アカウントを登録する方法３」をご視聴ください。 https://www.youtube.com/watch?v=1skLp0dCkD4

詳しくは、動画マニュアル「アカウントを登録する方法３」をご視聴ください。
https://www.youtube.com/watch?v=1skLp0dCkD4

https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI
https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI
https://www.youtube.com/watch?v=1skLp0dCkD4
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研究者自身による新規登録時の留意点

● 以前もしくは現在の所属機関が、researchmapで既にご自身のアカウントを

作成していることがあります。

● 研究者をさがす からご自身の名前で検索を行い、

登録がないことを確認してから新規登録を行ってください。

詳細は以下の利用者マニュアルをご覧ください

●重複アカウントを統合する
https://guide.researchmap.jp/index.php/Researchmap利用者マニュアル/研究者用/

その他操作/重複アカウントを統合する

ご自身のアカウントが複数存在していた場合は、
アカウントの削除もしくは統合をお願いします。

科研費電子申請システムとの連携が機能しない場合があります。

https://guide.researchmap.jp/index.php/Researchmap%E5%88%A9%E7%94%A8%E8%80%85%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%80%85%E7%94%A8/%E3%81%9D%E3%81%AE%E4%BB%96%E6%93%8D%E4%BD%9C/%E9%87%8D%E8%A4%87%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%88%E3%82%92%E7%B5%B1%E5%90%88%E3%81%99%E3%82%8B
https://guide.researchmap.jp/index.php/Researchmap%E5%88%A9%E7%94%A8%E8%80%85%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%80%85%E7%94%A8/%E3%81%9D%E3%81%AE%E4%BB%96%E6%93%8D%E4%BD%9C/%E9%87%8D%E8%A4%87%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%88%E3%82%92%E7%B5%B1%E5%90%88%E3%81%99%E3%82%8B
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機関担当者による新規登録
● データ交換担当者IDを利用して、

 自機関の研究者を新規登録する

 ことができます。

 研究者番号は必須ではありません

● データ交換担当者IDの利用には、

 JSTに対して利用申請書【機関用

ID】を提出いただく必要があります。

● 登録する研究者の同意を得た上でご利用ください。

詳細は以下のページをご覧ください

●データ連携
https://researchmap.jp/public/organ/data_linkage

●申請書類
https://researchmap.jp/public/other-document/application

https://researchmap.jp/public/organ/data_linkage
https://researchmap.jp/public/other-document/application
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研究者番号の確認・追加方法

研究者番号の登録がないと、審査時に科研費電子申請システムから
researchmap登録情報を参照することができません。

※参照に当たっては、研究者番号の公開範囲、認証状況は問いません。

科研費電子申請システムからの参照には
researchmapへ研究者番号の登録が必要です

●マイポータル中央 基本情報 右の 編集 から

基本項目編集画面に入る。

● 「研究者番号、ORCID iD等のID項目」タブ内

の「研究者番号」を確認・入力し、 決定 を

押下する。
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以下のいずれかの方法で新規登録された場合、研究者番号が登録されて

いないことがあります。

〇研究者番号が登録されていない代表的なケース

・ 研究者自身が新規登録依頼フォームより新規登録

・ 研究者自身が登録済みの研究者から招待を受けて新規登録

・ 機関担当者による登録

上記の方法で新規登録された方は、ご自身のマイポータルに

ログインして、研究者番号が登録されていることを確認してください。

研究者番号の登録確認について
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業績情報を登録する際、外部データベースから情報を取り込むことができます。

外部データベースからの業績情報の取り込み 1

詳しくは、動画マニュアル「業績を登録する方法1」をご視聴ください。 https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI

詳しくは、動画マニュアル「業績を登録する方法1」をご視聴ください。
https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI

https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI
https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI
https://www.youtube.com/watch?v=56Fk5Dg24JI
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以下の外部データベースから、情報を取り込むことができます。

外部データベースからの業績情報の取り込み 2

＃ データベース名 取り込める情報 researchmapの業績項目

1 arXiv 学術論文情報 論文、MISC

2
CiNii Research 学術論文情報 論文、MISC

CiNii Books 日本の大学図書館収蔵書籍情報 書籍等出版物

3 DBLP 情報処理分野の大学論文情報 論文、MISC

4 J-GLOBAL J-GLOBALに登録の業績情報
論文、MISC、産業財産権、

共同研究・

競争的資金等の研究課題

5 KAKEN 科研費取得情報
共同研究・

競争的資金等の研究課題

6 ORCID 学術論文情報 論文、MISC

7 PubMed 医学・バイオ系学術論文情報 論文、MISC

8 Scopus 学術論文情報 論文、MISC

9 Web of Science 学術論文情報 論文、MISC

10 医中誌Web 医・歯・薬・看護学系学術論文情報 論文、MISC
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令和2年2月より、AIが業績を自動で推薦したり、登録業績情報を補完したりすること
が可能になりました。

サジェストされた業績がご自身のものであれば 承認 、異なる場合には 却下 を選択し、
公開情報に反映してください。

AIによる業績のサジェスト・自動更新

いったん、AIによってサジェストされた
業績に対し、承認／却下を登録すると、

元に戻すことはできませんので、ご注意ください

詳しくは、動画マニュアル「AIサジェストの承認／却下方法」をご視聴ください。
https://www.youtube.com/watch?v=lWADXvYg6Fk

https://www.youtube.com/watch?v=lWADXvYg6Fk
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マイポータルホーム エクスポート →

研究者・業績・代理人エクスポート画面 エクスポート →（p.21へ続く）

登録情報のバックアップ法 1

researchmapでは、

定期的な
登録情報の

バックアップを

推奨しています。

詳しくは、動画マニュアル「業績をエクスポートする方法」をご視聴ください。
https://www.youtube.com/watch?v=LK0HwLm0NpA

https://www.youtube.com/watch?v=LK0HwLm0NpA
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研究者・業績データエクスポート画面にて、各種設定後、 エクスポート →

研究者・業績・代理人エクスポート画面にて、表示されたファイル名をクリック→

研究者・業績データダウンロード画面にて、 ダウンロード o

 

登録情報のバックアップ法 ２

すべての情報を保存できる形式であるため、

出力形式は、「JSON」を推奨しています
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Q. 複数のアカウントを所持していますが、デメリットはありますか。

A.科研費電子申請システムとの連携が機能しない場合があります。
 アカウントを複数所持している方は、削除または統合をお願いいたします。

Q. 新規登録しようとしたら「既に登録されています」とメッセージが出ました。

A.研究者検索から、既登録情報がないか、確認をしてください。

Q. 新規登録・更新したのに「研究者をさがす」でヒットしません。

A. 新規登録情報や更新した情報は、検索できるようになるまで最大1日ほ

    どかかります。

よくある質問１

下記の「よくある質問（FAQ）」もあわせてご覧ください

https://researchmap.jp/public/FAQ-1

https://researchmap.jp/public/FAQ-1
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Q. researchmapにはどのような名前を登録できますか。

A.「氏名」にはご自身の登録したい氏名を登録いただけます。

また「通称等の別名」に、改姓後の氏名や旧姓、その他研究活動で
 使用する通称を登録し、公開することができます。

 加えて、「業績に使用する名前の表記」に、論文や著書等で著者名
として使用したことのある名前の表記を登録することで、AIの名寄せ
精度が向上します。

Q. ORCIDとアカウント連携すると、何かメリットはありますか。

A.ORCIDと連携することで、ORCID上にすでに登録している業績を
 自動取り込みできます。また、例えばORCIDとJaLCを連携していれば、
 自身のORCID iDが含まれるJaLCコンテンツをORCID経由で自動的に
取り込めます。

よくある質問２

詳しい操作や機能は「利用者マニュアル」をご覧ください

https://researchmap.jp/public/inquiry/manual

https://researchmap.jp/public/inquiry/manual
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● 登録したメールアドレスがわかっている場合

→ログイン画面「パスワードがわからない方はこちら」からパスワードの再登録

ログインができない（ログインID/パスワードがわからない）場合

● メールアドレスが不明、もしくは利用できない場合

→メニュー「サポート」→「お問い合わせ」からお問い合わせフォームにて
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情報登録時の注意事項

● researchmapで登録する研究者番号は、非公開設定でもよいのか。

 ⇒研究者番号は非公開でもかまいません。researchmapに登録されて
いれば科研費電子申請システムから参照することができます。

● 登録業績情報を非公開設定にしていても、科研費の審査で参照できるのか。

⇒非公開設定になっている業績は参照することはできませんので、
参照を希望する業績は公開設定にしてください。

● 科研費応募締め切りまでにresearchmapを更新すればよいのか。

⇒researchmapとしては、更新の期限は設けておりません。

研究者番号の入力を誤ると、科研費審査委員が登録情報を
参照する際、他者の登録情報が表示されることになります。

十分ご注意ください。



https://researchmap.jp/public/inquiry/inquiry/

https://researchmap.jp/public /inquiry/inquiry/

● トップページ
https://researchmap.jp /

● 動画マニュアル
https://researchmap.jp /public /inquiry/video

● クイックガイド
https://researchmap.jp /public /inquiry/quickguide

● パンフレット
https://researchmap.jp /outline /rr_manual /
rmapV2_pamph.pdf
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お問い合わせ

へのアクセス

JSTサービス支援センター

Webお問い合わせフォー厶

https://researchmap.jp/public/inquiry/inquiry/
https://researchmap.jp/public/inquiry/inquiry/
https://researchmap.jp/
https://researchmap.jp/public/inquiry/video
https://researchmap.jp/public/inquiry/quickguide
https://researchmap.jp/outline/rr_manual/
https://researchmap.jp/outline/rr_manual/


ＪＳＴプレプリントサーバのご紹介

情報基盤事業部 研究成果情報グループ

28

アイコンが含まれている画像 

自動的に生成された説明

令和7年度 科学研究費助成事業説明会資料

https://jxiv.jst.go.jp/


プレプリント（査読前論文）にDOIを付与、オープンアクセスで公開

・対象分野： 全て（学際的分野含む）
・   言 語   ： 日本語、英語
・   投 稿   ： researchmapまたはORCIDのIDを所持する研究者
・   閲 覧   ： 誰でも、無料（アカウント不要）

2022年3月より運用



プレプリントサーバの利用メリット

✓ 研究成果をいち早く公開することができる

査読付き学術誌（ジャーナル）の場合は、投稿から掲載までに数週
間～数年かかることもあるが、プレプリントサーバでは数日で公開
可能。

– 投稿論文に関する議論の活性化、研究コミュニティの活性化

– 先取権の獲得

30

プレプリントサーバを利用するメリット



世界のプレプリントサーバの例

31

物理学：arXiv (1991-)  生命科学：bioRxiv (2013-) 

化学：ChemRxiv (2017-) 医学：medRxiv (2019-)

社会科学：SSRN (1994-)    工学：engrXiv (2016-)

中国： ChinaXiv (中国科学院 国家科学図書館（NSL) 、2016-) 

インドネシア： RINarxiv (インドネシア科学院（LIPI）、2018-)

ブラジル、アルゼンチンなど： SciELO Preprints (SciELO 、2020-)

分野別プレプリントサーバ

地域別プレプリントサーバ（公的資金により運営）



Jxiv機能概要

システムの標準運用/基本機能等
• iThenticateによる類似性チェック
• スクリーニング後に公開
• 全ての論文にDOIを付与
• オープンアクセスで公開
• CCライセンス表示
• アクセス統計を表示
• 日本語/英語の画面表示
• Google Scholar/J-GLOBALとの連携

選択的機能
• 改版可能
• 付随データ公開可能
• 出版版論文へのリンク付け可能

32

スクリーニングの観点：
・論文の体裁をなしているか
・科学とみなされるものであるか
・法的な問題、倫理的な問題はないか
・剽窃はないか 等

（タイトル、著者名）

（タイトル、著者名）今後学術データベースなどとの連携を拡大する予定



投稿から公開までの流れ

33

①原稿を投稿

△△Journal

Jxivへの投稿

改版も可
（条件あり）

投稿者
・共著者

ジャーナルへの投稿

②スクリーニング

採択・出版査読・審査

2～3日

④投稿者が出版版
にリンク付け

ジャーナルによるが数ヶ月から数年
出版版
へのリンク

Jxiv

投稿チェックリスト
CCライセンス等記入

③OAで公開

投稿者がジャーナルの許諾を
得れば、査読コメント反映版や
受理公開済み版の投稿が可能



（閲覧マニュアル）https://jxiv.jst.go.jp/jxiv_docs/ja/Jxiv_manual_browsing_ja.pdf

この画面は2023年6月時点の画面であり、実際とは多少異なる可能性があります。

Jxivを閲覧する

日本語インターフェイス 英語インターフェイス

プレプリント

https://jxiv.jst.go.jp/jxiv_docs/ja/Jxiv_manual_browsing_ja.pdf


Jxivが受け付ける論文のタイプ

35

・論文の体裁をなしているもの
（原著論文、総説（レビュー）論文、解説
論文等。講義録。）

・ジャーナルから許諾を得ている場
合に限り、査読コメント反映版、受理
公開済み論文

・投稿規約の要件を満たしている場
合に限り、翻訳版

・科学とはいえないもの
・法的問題、倫理的問題、剽窃を
含むもの
・宣伝広告等
・公序良俗に反するもの
・投稿規約の要件を満たさないもの

・他のプレプリントサーバに同一版
を投稿公開（二重出版）

○ ×

原則として、査読前原稿を掲載する

※投稿先のジャーナルがプレプリント公開済み論文を受け付けるかの確認
が必要です。



国の即時オープンアクセス方針への対応として

36

・論文の体裁をなしているもの
（原著論文、総説（レビュー）論文、解説論文等。講義録。）

・ジャーナルから許諾を得ている場合に限り、査読コメント反映版、
受理公開済み論文
・投稿規約の要件を満たしている場合に限り、翻訳版

○

Jxivは機関リポジトリを持たない研究者の方のリポジトリとしてもご
利用可能です。

※投稿先のジャーナルが機関リポジトリでの著者最終稿等の公開をどのタイ
ミングで許諾するかの確認が必要です。



科研費による研究成果について、

JSTプレプリントサーバ  Jxiv への投稿を

ご検討願います。

ご所属の学会や周囲のコミュニティにJSTのプレプリントサーバを紹
介したい場合はこちらのフライヤーを頒布・ご利用いただけます。

宣伝用フライヤー（PDF）：

https://jxiv.jst.go.jp/jxiv_docs/ja/Jxiv_flyer_ja.pdf

投稿をお待ちしております

37

ご質問、ご意見、コメントなどは、以下宛先にお寄せください。

preprint@jst.go.jp

mailto:preprint@jst.go.jp
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